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抄録 : 本研究の目的は、タスク中心教授法を学習した大学生が、英語のタスク中心活動を体験し、小学校外国語活動にどの
ように応用できるか考察することである。2014年秋学期、関東の私立大学で3か月に渡り、教員養成課程の学生（12名）を
対象に英語のタスク活動が実施された。活動結果は、英語と日本語を併用した「振り返りシート」に記入され、教師の点検後、
パワーポイントを活用しフィードバックが実施され情報の共有化を図った。本活動の結果、学生は英語の発話量が増加し、
自身の英語の発話を自己分析できるようになり、さらに、小学校外国語活動を実施する際の教材の良し悪し、補助教材作成
のコツ、実施の際の留意点等を考察することができるようになった。
（別刷請求先 : 井草玲子）
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緒言
今日、様々な分野でグローバル化が進展している。世界
において英語の役割を考えてみると、世界中で英語使用者
の数は増大し、国際社会で仕事や研究をする際にも、家庭
でインターネットを使用して情報を入手する際にも、英語
は極めて大切な言語となっている。
日本の小学校においては、現在、5， 6年生が外国語活動
に参加し、英語に触れ、聞いて話す活動を行っている。
さらに、2020年の東京オリンピック・パラリンピックの年
には、日本全国の小学校3年生が外国語活動に参加し、
英語を聞いて話す言語活動を体験し、さらに、5年生から、
英語を聞いて話す活動だけでなく、読んで書く言語活動、
すなわち英語4技能を使った外国語（英語）学習もスタート
する。
このような英語教育における大きな変化に対応するた
め、日本では現職教員の研修が進行中であるが、大学の
教員養成段階で、この変化に対応するためにできることは
ないか、筆者は常々考えてきた。今回その1つの試みとし
て、『タスク中心活動』を、教員志望の学部3年生が行うこ
とにした。そのねらいは、受講者の願いであった英語
コミュニケーション力の向上とともに、タスク中心活動を
体験し、学生が活動を通じて、学んだ事や気付いたことを
将来の小、中、高校での英語授業に活かす土台作りをする
ことにあった。
本報告では、「タスク中心活動の小学校外国語活動への
応用」に言及している学生が多かったこと、さらに、2020年
の小学校英語教育の大きな変化を見据え、教員養成課程の
学生としてタスク中心活動を体験し、考察した学生の声を
まとめ、小学校外国語活動の指導をする際の留意点につい
て考察することにする。
活動方法および活動参加者
1．タスク中心教授法とは
「タスク中心教授法」とは、コミュニケーションを重視す
る英語教授法の1つであり、タスクと言う言葉には、これ
までいろいろな定義があるが、本稿では、金澤（2011, p.28）
を採用し、「特定の目的を達成するために行う課題」と定義
した。タスク中心教授法では、現実社会でのコミュニケー
ション活動と教室で行うコミュニケーション活動が似てい
るため、学習者は語学教室で練習した言語活動を実社会で
活用できる可能性が高いため効率の良い教授法と言える。
本教授法を実施する際には、教師は学習者のニーズをあ
らかじめ把握し、将来的に役に立つタスクを設定し、学習
者相互でコミュニケーション活動が行えるよう配慮する
必要がある。ところで、上述した「学習者のニーズ」とは、
①学習者が今不足しているニーズ、②将来必要となるニー
ズ、③学習者に欠けているニーズ（want）の3種類を意味す
る。例えば、①のニーズとは、英語で言いたい内容はある
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が適切な単語や表現が思いつかない場合、②のニーズとは、
近い将来訪問先の英語圏の人と会話をする際に必要なニー
ズがそれに相当し、③のニーズとは、コミュニケーション
を図るのに必要な基礎的な英語の文法力の不足等がそれに
相当する（Flowerdew and Peacock, 2001）。こういった
3つのニーズを把握しながら、教師はタスク中心活動を計
画することが大切である。
次にタスク活動を実施する際には、タスクの前後に活動
を入れ、タスク活動を効果的に行う必要がある。すなわち、
学生は、Pre-task（タスクを行う前にすること）、Task（課題）、
Post-task（タスク後に行うこと）を行うと良い。このアイ
デアは、かつてインドの小学校で行われたバンガロールプ
ロジェクト（Bangarole Project）からヒントを得ている
（Brumﬁt, 1984）。
2．タスク中心活動の実施期間と参加者
タスク中心活動参加者と実施期間及び実施手順の詳細
は、以下の通りである。
2014年秋学期、関東の私立大学でタスク中心活動が実
施された。期間は、10月から12月までの8回であった。
本活動参加者は、小中高の英語教員を目指し、外国語教
授理論を中心とした「英語科指導法 I」を終了し、英語の
模擬授業、英語の教育実習、さらに英語教育現場で活用で
きるよう教育実践を重視した「英語科指導法 II」を受講の
大学3年生12名であった。
3．タスク中心活動の実施手順
今回実施したタスク中心活動は、①タスクの提示 ②準備 
③実施 ④振り返り ⑤フィードバックの5ステップからな
る（表1）。
以上のように、今回考案したタスク活動には、一連の流
れ（Pre-task, Task, Post-task）があり、20分から30分と限
られた時間ではあるが、双方向（Interactive）の活動となる
よう配慮した。タスク活動のテーマとゴール（到達目標）
は毎回異なり、学生はゴールを目指し英語によるスピーキ
ング活動を行った。ここで強調しておきたいのは、コミュ
ニケーション活動の一環としてのタスク中心活動では、
学生は活動を体験し、現在の自分の英語力を認識し、今後
小学校教員として児童の外国語活動の指導に当たるには、
どのような配慮や準備が必要であるのか考える機会を提供
していることである。
4．タスク中心活動のテーマ
実施したテーマは表2の通りであり、学生はタスクシー
トの指示に従い活動に参加した。
タスクのテーマは、受講生の将来の英語教師としての
ニーズ、筆者の海外での長期の滞在経験をベースに、実社
会で役立つテーマに特化して活動（タスク）を考案し実施
表2．タスク中心活動のテーマ
回数 実施日 テーマ
1 10/22 ALTとの会話 I
2 10/29 ALTとの会話 II （Weather）
3 11/5 I miss ○○ food.
4 11/12 Finding direction.
5 11/19 Food and drink.
6 11/26 Talking about your hometown.
7 11/3 Your injury in the target country.
8 12/10 Shopping
表1．タスク中心活動の実施手順
① タスクの提示 教師は、タスク活動のテーマとゴール（到達目標）、次に、タスクの流れ、すなわち、 
Pre-task, Task, Post-taskを提示し、学生の質問に答える。
② 準備（Pre-task） 3限と4限の間の15分間の休憩時間を活用し、学生は提示されたタスク活動の構想を
練る。
③ タスク活動の実施（20～30分） タスク活動（Task）の制限時間は、20分から30分とし、ペアあるいは、グループで活動
を行う。早くできた学生は、タスクシ トーを使用し、Post-taskや振り返りを行っても良い。
④ 振り返り（タスク活動の終わり、
または、宿題として実施）
振り返りは、タスクシ トーの所定の欄に、日本語で記入する。タスク活動内容により振り
返り内容も異なるが、主にタスク活動を振り返り、よくできたこと、課題と今後の対策を
書けるようになっている。その後、小学校外国語活動、中学校・高等学校の英語教育
への応用も記入できるよう、回を重ねる中で、タスクシ トーの内容を拡大した。
⑤ フィ ドーバック（10分） フィ ドーバックは、タスク活動の2週間後に実施され、学生はパワーポイント上のまとめ
を見ながら、教師のコメントを聞き、返却されたタスクシ トーに重要点をメモし、今後の
タスク活動に活かす。
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した。学生はタスクを体験後、小、中、高校の授業で活用す
る際の留意点を考察し、タスクシートには英語で、振り返
りは日本語で記し毎回提出した。提出された英文は添削し
コメントをつけ、学生に返却した。さらに、日本語は次の
授業でパワーポイントを使用し皆で大事な点を確認し、
情報の共有を図った。パワーポイントのスクリーン上の
情報と本報告書では、個人情報が特定されないよう留意し
た。本報告書は、学生に配布したタスクシートとパワーポ
イントで提示された情報、さらに、教師の口頭のコメント
をベースにし、加筆修正を行い作成した。
この活動の強みは、春学期に外国語教授理論の一環とし
てタスク中心教授法を学習し、秋学期、タスク中心活動を
体験し、タスク中心活動の教育現場への応用を考察するこ
とにより、タスク中心教授法を体系だって学習できること
にある。その結果、回を重ねるごとに学生のやる気は向上
した。なぜなら、タスク活動中のスピーキングはより活発
になり、タスクシートに記された英文の執筆量が増し内容
も徐々に充実し、日本語のコメントはより具体的になって
いったからである。
結果と考察
授業実践報告としてそれぞれのタスク活動を紹介し、
学生の振り返りとそれに対する教師のコメント、さらに、
考察を記す。タスク活動は、1回完結型であり、タスク毎に
報告することにする。
表3～表10は、それぞれ1回目～8回目の実践をまとめ
たものである。また、表11は、タスクシートと振り返りシー
トの書式例である。
1．1回目（表3）
学生が1回目タスク活動を体験し学んだことは、スポー
ツに関する単語や表現のみならず日々の生活に関する
表現も学ぶこともでき、さらに文の構成に関して復習でき
たことである。問題点とその対策としては、全体として
適切な表現や単語がスムーズに出てこないという問題が
あり、さらなる勉強の必要性を学生は痛感した。そこで
学生の総意として、今後もタスク活動を継続することに
した。
2．2回目（表4）
2回目のタスク活動で学んだことや気づいたこととし
て、学生は会話を通して天候によって暮らし方が違うのが
わかり、会話の弾むトピックを選ぶ大切さに気付いた。
今後の課題としては、学生が書いた英文と振り返りから、
学生は自発的な質問ができていないのが分かり、今後対策
を講じる必要があることが明らかとなった。
3．3回目（表5）
スムーズに英語が出てこないので、話す機会を増やし、
語彙を増やすといったコメントが多く、背景知識や文化的
知識がたくさんあった方が良いと2名の学生が述べてい
た。今後は、異文化理解へと結び付けていく活動が大切で
あることが判明した。
表3．タスク中心活動（1回目）の実践
回数 テーマ
1 ALT（語学助手）との会話 I
○ タスクのゴール： ①互いに自己紹介し、②共通の趣味を見つけ、
③お互いの共通点を知り、④ある展示場へ行く約束をする。
○手順
Pre-task：①　自己紹介
Task：②と③　共通の趣味を見つけ、お互いの共通点を知る。
Post-task：（④　ある展示場へ行く約束をする。
表4．タスク中心活動（2回目）の実践
2 ALTとの会話 II ： Weather
○ タスクのゴール 
①ALTの国の天候と日本の天候の特徴を知る。 
②両国の天候の類似点と相違点を発見する。 
③ALTに日本での生活の助言をする。
○手順
Pre-task ： 準備  Task：話し合い
Post-task ： ALTに日本での生活のアドバイスをする。
表5．タスク中心活動（3回目）の実践
3 I Miss　○○   Food.
○ タスクのゴール 
①自己紹介　②自国の紹介　③自国の料理の紹介 
Location：A language school in the U.S.A. 
Role：You are international students.  Student 1, Student 2.
○手順
Pre-task：①それぞれの国籍を決め、②それぞれの国の特徴
を考え、③アメリカで入手可能な食材で和食を作るこつを考
える。
Task：Introduce yourself, your country, and your traditional 
food.
Post task：振り返りとしてうまくいったこと、うまくいかなかった
こと、そして今後の課題を記す。最後に今後の対策を記す。
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4．4回目（表6）
振り返りシートから見えてきたことが2点あった。第1
に、今後の課題は表現不足の克服にあり、学生は表現力を高
める努力をする必要を痛感していたこと。第2に、大学生
の立場で体験し気付いたことをまとめると、以下のように
なる。教材作成上の留意点としては、情報格差（information 
gap）は必ず入れ、練習する際には地図上で指示しながら道
案内をし、事前に十分練習してからタスク活動を行うこと。
また、道案内の目印となるものは英語で言えること。その
ため語彙力を向上させるだけでなく、正しく発音できるよ
う普段から練習しておくことも必要である。すなわち、
未来の教師としては、教材作成段階から、情報格差を意識
し、道案内に必要な地図を用意し、目印となるものを英語
で正しく発音し言えるよう普段から語彙力や表現力を高め
る努力がいることに学生たちは気づいている。
次に、小学校外国語活動への応用として学生からの振り
返りのポイントは以下の5点になる。第1に、小学校外国
語活動で、タスク中心活動を行う際には、‘Turn right. Turn 
left.’といった基本文を先に教える必要がある。
第2に、「タスク作成上の留意点として、子供の良く知っ
ている地域でトライすること。しかし、情報格差がないと、
タスクは簡単すぎるので注意がいる」。このコメントの言
おうとしていることは、児童の行動範囲や世界観は限られ
ているので、子供たちのよく知っている地域で道案内の練
習をすることは大切である。しかしながら、ペア同士お互
いによく知っている場所では、情報格差、すなわちA君は
知っているが、Bさんは知らないといった情報の格差がな
くなり、情報を得るために英語でコミュニケーション活動
を行う意義がなくなってしまうので注意がいることに学生
は気づいている。
第3に、「実施する際には、同じスタート地点より始める
ことが肝要であり、そうしないと活動中、混乱が生じる恐
れがある」。この指摘は大切である。視点が異なれば、
東西南北の方向も変わってしまうからである。
第4に、「地図とランドマーク、すなわち目印や目立つも
のを用意する必要がある」。小学生は使用できる英単語は
限られており、地図上にランドマークを貼っていけば、
専門用語を使用しなくてもこのマークを示しつつ目的地を
教えることは可能であるからである。
第5に、近くの建物から遠くの建物を目指すタスクとい
うように、達成しやすいタスクから始め、難しいタスクの
順で提示することが大事である。すなわち、教師はタスク
の難易度に注意を払う必要がある（Task Difﬁculty）。これ
は、素晴しい気づきである。タスク中心教授法では、この
タスクの難易度を考慮しタスクを準備する必要があるから
である。このように、学生はタスク活動を体験し、小学校
教員になった時、教材の良し悪しを見抜く力もついてきて
いるのを、筆者は実感した次第である。
以上小学校外国語活動への応用についてまとめると、
「道案内」のタスクを実施する際には、事前に活動を行う際
に必要な「基本文」をPre-taskとして教え、子どものよく
知っている地域ではあるが、児童間で「情報格差」が生じる
よう教師は配慮し、実施にあたってはスタート地点を明記
し、地図上に目印を付け、児童の活動がスムーズに進むよ
う配慮し、「易しいタスクから難しいタスク」となるようタ
スクの難易度に配慮することが大切であることを、学生は
体験を通して気づいていることは素晴しいことである。
ここに教授理論から体験を通してタスク活動を実践するこ
との良さがあると言える。
5．5回目（表7）
振り返りシートのポイントとして、会話をリードしてく
れる人がいるとスムーズに話すことができた。基本的な言
い回しが十分でなかったり、2文以上の英文を話すことが
容易ではなかったり、話の切り出し方が難しいと会話を続
けるのが難しいといった課題も指摘された。
学生が考える今後の対策としては、第1に、決まった言
い方しかできないと押しつけている感じになるので、臨機
応変に話せるよう努める。第2に、メニューがあると料理
の注文の選択ができる。さらに、その返答の仕方も学ぶ必
要がある。第3に、どう話を進めていいかわからなくても、
「単語を何か発せば、話しを進めることができるはず」と記
した学生がいたが、この学生はコミュニケーション活動で
大切な話し続けること（Keep Talking）の重要性に気づいて
いる。すなわち、会話は情報量が多くなると理解しやすい
ことを、「タスク中心活動」を体験して学生は実感したので
ある。
表6．タスク中心活動（4回目）の実践
4 Finding Direction
○ タスクのゴール：それぞれの行きたい場所を考え、説明する。
Location：Near ○○ station.
Role： S1 (Student 1): an international student 
S2 (Student 2): a Japanese university student
表7．タスク中心活動（5回目）の実践
5 Food and Drink
○ タスクのゴール: レストランで食事を注文し、注文した理由を語る。
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次に外国語活動への応用として、「外国語活動で、この
タスクを行うにはどのような工夫が必要か」、との質問
には、第1に、使えそうな英単語を紹介し練習する。第2に、
どのような夕食が食べたいかなど、まず、日本語で考え、
それを英語で伝えられるように、単語や表現の組み合わ
せを事前に考えておく。第 3に、「本物のメニューのチラ
シを活用する」、といった提案があった。タスク中心
活動では、本物の教材（authentic material）を活用する
ことは、より現実味を帯びた活動となるので大切である
が、学生は、こういった教材の大切さがわかったようで
ある。
6．6回目（表8）
振り返りのポイントは、以下の 3点になる。第 1に、
「知らない単語が出てくると、話が途中で切れてしまい、
コミュニケーションが停止してしまうので、話し手はあら
かじめ相手が知らないであろう単語、例えば、故郷に関す
る単語の説明を用意しておく」。第2に、「単語不足が問題
となるので、相手が知らない単語は言い換えたり、ジェス
チャーで示したりすると良い」。第3に、「相手が話してい
る間のメモの取り方を工夫する必要がある。聞きながら
メモを取ったり、表を活用したりするとよい」と、学生は記
している。
本テーマでは、「郷土の紹介」として、「郷土の人々・
気質・気候・生活・食事・特産品・動植物」などが扱える
ことを、Pre-taskでヒントとして提示したが、実際活動を
行ってみると、語彙力の不足がコミュニケーションを行う
上での課題となる。そこで、学習者はタスクのテーマを
見て、自分の故郷についてまず考え、故郷の特徴を話す上
で必要な表現や語彙を事前に確認し、タスク活動に入るこ
とが大切である。さらに、相手から聞いた故郷に関する興
味深い内容を素早くメモできるよう表がワークシートと
して与えられていれば、ポイントをメモする時間と負担も
軽減され、コミュニーション活動はスピードアップするで
あろう。
7．7回目（表9）
振り返りシートの結果からうまくいったこととして、
日本語を使用せずにSさんの症状をすべて英語で病院のス
タッフに伝え、しかもドラマチックに演じることのできた
学生がいた。また、場面をうまく再現できた学生もいた。
その反面、ロールプレイがうまくいかなかった学生もいた。
その原因をまとめると、以下の4点になる。
第1に、自分の役割はできたが、別の役割だと表現方法
がわからないので、別の役割も考えておく必要があると、
記していた学生がいた。すなわち、ロールプレイでは、
自分の担当以外の役割も体験することが大切であることに
学生は気づいている。
第2に、タクシー内での会話が続かなかった学生がいた。
そうすると、今日のお天気や、サッカーの試合の結果など、
いわゆるスモール・トーク（small talk）で話をつなぐコツ
を学生は学ぶ必要がある。
第3に、Sさんの怪我に至る状況説明を、病院のスタッフ
にうまく説明できなかった学生に対し、筆者が助言をする
と、「状況を要約して話す力をつけたい」との応答があった。
この事に関連し、病状の伝え方、転んだ時の状況説明を簡
潔にわかりやすく説明するのが今後の課題である。
第4に、「会話の中で、文をつなぐのに、『so』を多用した
ので、接続詞を上手に使えるようになりたい」と記した学
生もいた。文と文を繋ぐ言葉はたくさんあるので、接続詞
を含めた「つなぎの言葉」のさらなる学習が必要である。
次に、学生からのタスクに関する感想として、次のよう
な回答があった。体験者に、当時の様子を語ってもらうリ
表8．タスク中心活動（6回目）の実践
6 Talking about your home town
○ タスクのゴール：故郷について語る
Pre-task： Thinking about your hometown.
Task：Talking about your hometown.
Post-task： Reﬂection.
表9．タスク中心活動（7回目）の実践
7 Your injury in the target country.
○ タスクのゴール： Get background information about Scotland.
○全体のシナリオ：
Sさんはスコットランドの大学に勤務し、ある年の1月3日、
成績の提出のため大学へ向かった。その帰り、夕方4時ごろであっ
た。キャンパス内の道は暗く、Sさんは転んだ。起き上がったが、
もう1回転んだ。立てなくなり助けを求めた。やがて大学生が
タクシーを呼んでくれ、タクシーの運転手は、病院で「この女性は
捻挫しています」と告げた。2時間後、検査で骨折が判明した。
なお、上記シナリオは学生には提示せず、学生はインタビュー
活動を通して、英語で情報を得ることになる。
○手順
Pre-task：上記体験者（Sさん）に英語でインタビューし、情報を
得る。
Task： Role Play：Ms. S., a taxi driver, a receptionist at a hospital
と役割を決め、ロールプレイを行う。
Post-task：Reﬂection
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スニングタスクや、体験者が英語のインタビューに答える
タスクが考えられるが、そのまま行うと、「information 
gap」が2者の間でなくなるので、リスニング活動としての
本タスクは、想像力を働かせて話すことも可能である。
また、「実際に遭遇した時、使えると思った」と記した学生
がいたが、やはり教員の体験に基づいてタスクを作成する
と、活動はよりリアル（現実的）になると言える。さらに、外
国語活動への応用として、状況設定に関しては、「小学生で
も理解できるよう簡単で身近な状況設定が望ましい（2名）」
とか、「状況説明に絵を使う（2名）」、「あらかじめ話す言葉
（フレーズ）や表現を提示する」、「小学生が使える文章を板書
しておくといい（3名）」といったアイデアが出た。また、
「リアリティーのあるテーマであるのでスキット（寸劇）でや
るとよい」といった積極的な意見や、「保健室の先生を呼ぶ
時はどうするのか」といった具体的な提案や疑問もあった。
8．8回目（表10、表11）
本活動の主要な問題点として、第1に、実際に品物がな
いと会話が難しいという指摘があったが、これは実物教材
をいくつか教室に持参すれば解決すると思われる。第2に、
学生の書いた英文をチェックしてみると、たとえば、‘dark 
blue one’の oneが落ちるといったエラーがあるが、これは
タスクシートやタスク活動の録音等で確認し、フィード
バックすれば改善されるであろう。第3に、実際に目標が
達成できたかどうかの評価の問題もあるが、これも振り返
りの一貫として「活動評価シート」を作成し、学生に記入を
求め、その後英文を点検すれば、タスクが達成できたかど
うか確認できると思われる。
次に、小学校外国語活動対策として、学生は以下のよう
に記していた。第1に、文章や表現に関して、「使える定型文
をたくさん教える。使える表現を板書しておく。必要に応
じて、日本語を用いる」、と言ったコメントがあった（3名）。
3名の学生とも、小学生の学習段階や発達段階に応じた
指導の大切さに気付いている。第2に、「買物に必要な単語
を絵カードにし、それを困った時には利用できるようにす
る。」といったアイデアが記されていたが、児童の限られた
語彙対策としてとても良いと思われる。第3に、「事前に
活動内容を知らせ、買いたい物や聞き方を練習させる」、と
言ったコメントが示すように、Pre-taskもより現実的、実践
的なものとなっている。
表10．タスク中心活動（8回目）の実践
8 Shopping
○ タスクのゴール： Buy 3 Christmas presents for your parents 
and your boy/girl friend at a reasonable price.
○手順
Pre-task：①Decide your role. ②Decide 3 presents and think 
about the reasons of your choice. ③Go shopping and buy 
3 presents.
Task：Conversation between you and a shop assistant.
Post-task：Reﬂection
表11．タスクシ トーと振り返りシ トーの書式例（パワーポイント用資料の縮約版）
タスク中心活動
⑧ Today’s Topic is “Shopping”.
Location: At a department store in the U.S.A.
Time: 11 a.m.
Role:  1. a shop assistant 
2. You (a tourist from Japan)
Goal:  Buy 3 Christmas presents for your parents and your boy/girl 
friend at a reasonable price.
Pre-task:①Decide your role. 
②Decide 3 presents and think about reasons of your choice. 
③Go shopping and buy 3 presents.
3 Presents (goods and reasons)
① 　__________________________
     _________________________________
② 　__________________________
     _________________________________
③ 　____________________________
     __________________________________
Task: Conversation between you and a shop assistant.
会話のポイントを英語でメモしながら、プレセントを購入する。
Post-task(振り返り)
①うまくいったこと
②うまくいかなかったこと、今後の課題
③ 発展学習：1）外国語活動でこのタスクを行うにはどのような
工夫がいるでしょうか。2）中学校でこのタスクを行うにはどの
ような工夫がいるでしょうか。
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結論
今回タスク中心教授法をベースに、学生のニーズを考慮
したタスク活動に参加した学生は、8回のタスク活動を体
験し、英語を話す力が向上した。その根拠は以下の通りで
ある。学生がタスク活動としてスピーキングに取り組んで
いる間、教師は机間巡視を行い、学生の英語の発話状況を
見守りつつ、耳で確認していたからであり、さらに、各学生
の発話は、タスクシートに記入してもらっていたので、
その英文を添削する中で、学生の話す力の向上を把握する
ことができたからである。そのうえ、振り返りシートの結
果の報告が示すように、学生は、自分自身の英語の発話を
自己評価できるようになり、発話の良い点と問題点、さら
に改善点を考察することができるようになった。また、
本活動を体験した結果、学生は小学校外国語活動を実施す
る際の教材の良し悪し、補助教材作成のコツ、実施にあたっ
ての留意点、さらに将来タスク活動を体験する小学生の気
持ちを考えることができるようになった。1つ1つのタス
ク活動の内容はテーマが異なるので、近い将来コミュニ
ケーション活動の1つであるタスク中心活動を企画・実施
される先生方や教員志望の学生に本報告が少しでも役に立
つことができれば幸いである。
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Abstract : In 2014, twelve Japanese university students in a pre-service teacher training course experienced task-based 
language activities in English for three months and considered their applications to elementary school foreign language 
activities.  This paper aims to report what they had done in the language classroom.  Their activity reports submitted 
were fed back, using a PowerPoint so that all participants could share.  Through these activities, the students could show 
progress in speaking and analyzed their speech performance.  What is more, they could deepen their understanding of 
material evaluation and supplementary material production for their future implementation of foreign language activities in 
elementary school.
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